














【要約】 

今回,東京都母子保健サービスセンターにおける周産期データベースのうち,1987 年 10 月

～1990 年 12月までの東京都母性医療ネットワークのデータを用いて,母年齢と妊娠・分娩

異常との関係を検討した。母体年齢は 5歳ごとに分け,20 歳～44 歳までの 5階級について,

それぞれの妊娠分娩異常の出現頻度を算出し,また 25～29 歳での各出現頻度を 1 として,

各階級間での相対危険度を算出した。これによると,妊娠・分娩異常の頻度では重症貧血,

頚管無力症,前置胎盤,妊娠中毒症,糖尿病,分娩遷延,軟産道強靱,分娩時胎児仮死(経産)な

どであり,分娩様式では帝王切開が年齢により明らかに増加していた。分娩にともなう出血

量は年齢が高くなると,増加する傾向がみられた。いずれにせよ,多少のパターンの相違は

あるが,出産年齢が 35 歳を越すと,'各異常の頻度が増加し,40 歳を越すとさらに増加して

いた。また,25～29 歳と 30～34 歳の各年齢階級での差異をみると,予定帝王切開術,1500

㏄以上の出血の頻度が 1．5倍前後に増加し,初産における頚管無力症,前置胎盤,重症妊娠

中毒症,経産における胎児仮死などであり,初産における前置胎盤の頻度は 2倍を越えてい

た。 


